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2025.11.17 生活クラブ茨城･県南ブロック運営委員会 取手センター☎0297-86-6800・FAX0297-86-6880 

  

 

2025 年 10 月末 
組合員数 1,562 名  
利用高 4,041 万円 

世帯当たり 27,343 円  
8/8～9/7 発電量 

3,635kwh 
 

今年も 【年末年始試食会】 を開催しました！ 

<お正月のお皿> 
伊達巻・かまぼこおせちセット 

北海八宝漬・新春ゆばセット 

<クリスマスのお皿> 
丸どりローストチキン&一緒に焼いた野菜 

これ好き！トマトチーズソーセージ 

エコシュリンプ・クリスマスロールケーキ 

クリスマスカラーのブロッコリーとトマト 

10 月 30 日に、年末年始試食会

を開催しました。参加者はスタッフ

5 名を含めて 10 名。 

初参加の方もいて、質問がたくさ

ん出て、賑やかな年末年始の試食会

となりました。ご飯とお味噌汁を添

えて、ちょっと早いクリスマス＆お

正月の消費材を試食しました。1 番

の人気は北海八宝漬でした。クリス

マスロールケーキも紅茶と一緒に試

食。小さいお子さんも喜んで食べて

くれていました。 

 

 
ごちそうを食べながら、サキドリチラシを見て話が弾み、楽しいひとときを過ごせました。 

豚肉・牛肉・鶏肉のよやくらぶ登録を勧めると、みなさん予約をしてくださり、食肉を余す

ことなく食べることにつながりました。 

次回に会う約束をして終わりました。クリスマスとお正月が楽しみです！ 

 食べるカタログ掲載 注文〆切 

クリスマス 
12 月 2 回 12/1～12/5 

12 月 3 回 12/8～12/12 

お正月 

12 月 2回 12/1～12/5 

12 月 3 回 12/8～12/12 

12 月 4 回 
12/15～12/19 

12 月 5 回 

 

注文お忘れなく！ 

1 番人気だった 
北海八宝漬はコレ！ 
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 GMO・ゲノム編集フリーゾーンサポーター宣言 
 

GMO フリーゾーン宣言とは、1999 年にイタリアで始まり、日本でも「遺伝子組み換え

食品いらない！キャンペーン」の呼びかけで、生活クラブでは 2005 年から始まりました。

農家は「自らの耕作地で遺伝子組み換え作物は作らない」と宣言してもらう活動として広が

ってきました。 

2013 年からは GMO フリーゾーン宣言をする農家を支える消費者のサポーター登録活

動を開始しました。現在は、「GMO＋ゲノム編集」での宣言となっています。 

私たちが「遺伝子組み換え及びゲノム編集作物は買わない・宣言した農家を支持支援する・

家庭菜園で遺伝子操作作物を作らない」と宣言をすることです。 

茨城の生産地、茨城の環境を守るため 

「GMO・ゲノム編集フリーゾーンサポーター宣言」をしましょう。 
 

サポーター宣言登録用紙は毎年提出が必要です。過去に宣言した方も 

改めて今年の「サポーター宣言」をお願いします。 

忘れずに提出よろしくお願いします。 

日常生活で困ったら エッコロ！ ホットラインに電話しよう！

エッコロ ケア者も大募集！ 
 ～ 組合員同士の、おたがいさまのたすけあい「エッコロ」～ 

 
個配組合員が増え、近所に組合員がいるかどうかもわからなくなっていて、ケアをお願いできる

組合員を知らないといった状況が増えてきています。＊妊娠中つわりがひどいので料理を作って欲

しい。＊出産を控えて家事が大変になってきた。＊食事の用意や子どもの面倒を見て欲しい。 

＊冠婚葬祭で留守にするので共同購入品を預かって欲しい。＊怪我や病気で犬の散歩ができな

い。＊体調不良なので家事を助けて欲しい。他にもいろいろあると思います。 

「助けてもらいたい」「手伝ってもらいたい」と思っていても、どうしたらいいか悩んでいる組合

員のみなさんは、たすけあいホットライン ０７０－３９３７－５００６ まで連絡ください♪ 
 

また、ケア者も募集しています。託児や食事作り、掃除や片付け、洗濯や草取り、ペットの世話

など「これはできそうかな？」と思ったら、登録をお願いします。ケアできる曜日や時間帯は登録

できます。エリア限定でもよいのでご検討お願いします。組合員同士で支え合えるためにも、ケア

者は多ければ多いほど助けることが増えます。 
 

●今まで助けてもらっていたから、これからはお助けしてみようかな？  

●いつか助けてもらうことになるかもしれないから、今のうちにお助けしておこうかな？と、 

思っている方はぜひ登録を！ 登録は、取手センター0297-86-6800 まで連絡ください。 

みなさんの「これはできそうかな…」の積み重ねが、大きなたすけあいの輪につながります。 

ご検討よろしくお願いいたします。 
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12月のファイバーリサイクル 

衣類回収＆仕分け作業は中止になりました 
 

2025 年 12 月に予定していたファイバーリサイクルの衣類回収及び仕分け作業は、JFSA 

担当者がパキスタン視察のため中止になりました。予定されていたみなさまには申し訳ありま

せんが、次回の回収は来年 3 月の予定ですのでよろしくお願いします。 

次回から集計作業の簡略化のため、衣類を提供してくださる方には事前登録をしていただく

ことにしました。 

詳細については 1 月中旬頃にチラシを配布しますので、よろしくお願いします。 

展示即売会は、12/13（土）は 6 つの生産者、12/14（日）は 4 つの生産者が出展しま

す。せっけんの街は、せっけんの材料となる廃油を回収します。12/13（土）のみの出展です

のでお間違いなく。マルシェでは、丸エビ倶楽部の野菜・クレッセントのパン・嘉倉の豆腐類

を用意しましたので、ぜひいらしてください。 
 
今年は、未来の米づくりプロジェクトメンバーが、丸エビ倶楽部の貝塚さんのお米の生産現

場を確認してきました。今までも田んぼの学校で体験してきましたが、田植えまでにかなりの

生産工程があることを知る機会となりました。そこで今回、写真展を同時開催します。 

米生産者の安心安全なお米を作る想いと、昨今の現状での生産のご苦労が伝わればと思いま

す。ぜひご覧ください。 

 

12/13・12/14の展示即売会＆マルシェ開催と同時に 

未来の米づくりプロジェクトの活動写真展を開催します！ 
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月 日 時 間 イベント名／内容／主催など 会場など 

11/22（土） 11：00～16：00 ゆめみ野フェスティバル 
ゆめみ野公園 

取手市下高井 4-1-1745 

11/23（日） 10：00～15：00 龍ケ崎産業祭いがっぺ市 
龍ケ崎市役所 

北側＆南側駐車場 

12/13（土） 

12/14（日） 

10：00～16：00 

10：00～15：00 

 
取手センター 

12/9（火） 14：00～16：00 利根の集い 
布川地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

利根町布川 2958-1 

1/9（金） 10：30～11：30 
 取手センター 

◆県南ブロック委員会日程◆ 

消費材でランチしています 

参加される方は事前にご連絡を！ 

11/26（水）消費委員会 10：00～・運営委員会 13：00～ 

12/24（水）消費委員会 10：00～・運営委員会 13：00～ 

イベントは急遽日程が変更になることもあります。 

詳細は取手センターへお問い合わせください。 

参加申込みも取手センターへお願いします。 

Rびんは資源ゴミでは

ありません。組合員み

んなで使うものです。 

使い終わったら早めに

返却お願いします。 

X ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ 

フォローしてね！ 
 

展示即売会＆マルシェ 

米づくりプロジェクト写真展 

甘夏みかん生産者 

きばるオンライン交流会 

グリーンシステムでリユース（再使用）すれば、リサイクルするより良いことづくめ！ 
 

●資源ゴミに出すより、CO2 排出量が少ない！ 

●自治体の資源ゴミの回収費用の負担が減る！ 

●国の「容器包装リサイクル法」によるリサイクル費用の負担が免除される！ 
 

「自主回収容器」として国に認定されるとリサイクル費用が免除されます。認定維持には、

回収率 80%以上を継続し、将来的には 90％が必要です。 

まずは、自主回収認定容器の 900ml びんと 500ml びんの回収率 80％を達成しましょう。

R びんの回収率を上げること（維持すること）を優先課題とします。できるだけ速やかに返却

しましょう。空になったら、キャップとラベルを丁寧に外し、さっと洗って水を切り、次の配達便

で返却！ラベルは、ぬるま湯につけると簡単に剝がれます。剝がしにくいものはそのままでOK

です！ 

Rびんは再使用しています！ 


